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一人ひとりの情熱で
NAGOYAの未来を
輝かせよう！

公益社団法人名古屋青年会議所　２０２２年度（第７２年度）スローガン
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公式Facebook公式YouTube
チャンネル

名古屋青年会議所のホームページやSNSでも情報を発信中！

❶QRコードを読み取って下さい→

❷「マズモッテ定期送付依頼フォーム」から
　必要事項をご入力下さい。

マズモッテ定期送付ご希望の方へ
携帯・スマートフォン・パソコンからお申し込み

公式Instagram 公式Twitter

名古屋の魅力を発信する情報をゲット！

※※ＱＲコードでなく、直接ご入力の際は下記アドレスをご入力下さい。
　https://www.nagoyajc.or.jp/68nendo/about/mazmotte/main_form.php
※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に従い取り扱います。　
※公益社団法人名古屋青年会議所に関する情報提供以外の目的では利用いたしません。
※アクセスにはご契約の通信料がかかります。

公益社団法人名古屋青年会議所 
〒460-0008  名古屋市中区栄一丁目15番24号
TEL 052-221-8590  FAX 052-202-0464 検索名古屋青年会議所

http://www.nagoyajc.or.jp

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
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　名古屋青年会議所は70年間に亘り、名古屋のまちを想い、活動してきました。今後、より一層ま
ちや市民の皆様から求められる運動を展開していくためには、単独の活動ではなく、多くの方々か
ら共感を得て、共に活動していくことが大切であると考えています。
　そこで、当青年会議所では社会課題の解決に向けて、あらゆるパートナーと連携し、新たな価値、
すなわち持続可能なブランドや事業を創造していく取り組みを行っています。青年会議所運動にご
賛同いただける企業・団体・個人の方には賛助として、それぞれの事業・例会にご賛同いただける方
には協賛としてご支援いただき、協働して運動を展開しています。

　賛助いただける利点として、当青年会議所は、600名近い青年経済人である会員から形成されて
おり、経営者層の人間も多く在籍しておりますが、その会員に対して、貴社の活動内容や特色をア
ピールする機会を設けさせていただきます。また、我々は、地域との協働により、明るい豊かな社会
を実現するために活動しております。
　広報誌やＷＥＢの活用により、貴社を賛助企業としてＰＲすることで、より一層のイメージアップ
を図ることができます。

　本年度、当会議所は、複数の事業・例会を、外部企業・団体等の協賛金に支えられて実施しまし
た。例えば、7月のＲｅｂｏｏｔＮａｇｏｙａＪＣフェスティバル例会（名古屋の魅力を発信する例会）
では、名古屋・栄エリアのテレビ塔付近にある噴水にて、大規模な噴水ショーを開催するにあたり、
外部協力者の皆様から多くのご協賛をいただきました。
　また、2018年度から続いている、名古屋の観光起点となるアットナゴヤモニュメントを2基制作
しました。2021年度に制作したアットナゴヤモニュメントは、カラフルなデザインや、石を組み立
ててつくった従来とは一味違うモニュメントをレイヤード ヒサヤオオドオリパーク並びに東山動植
物園へ設置させていただきました。

　2022年度（第72年度）では、当青年会議所の目的に賛同し、その活動を援助することによって
当青年会議所の発展を助成しようとする企業・団体に対し、ご要望に応じた賛助プランをご用意し
ています。また、各事業・例会に対してご協賛いただく場合には、担当委員会と共にその内容を定め
ていただくことになります。詳細につきましては、名古屋青年会議所事務局を通して、ＪＣブラン
ディング委員会までお問い合わせ下さい。
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NAGOYA 2022
賛
助
・
協
賛
企
業
の
募
集
に
つ
い
て

■賛助・協賛について

■協賛によってなされた事業

■賛助・協賛の方法

公益社団法人名古屋青年会議所　
2022年度（第72年度）ＪＣブランディング委員会
メールアドレス：nagoyajc.72jcb@gmail.com

お問い合わせ先

賛 助 企 業 株式会社ミロク情報サービス
東海東京証券株式会社
コカ・コーラ　ボトラーズジャパン株式会社
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NAGOYA 2022
理事長ご挨拶

備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
、
女
性
の
活
躍
、

医
療
・
福
祉
、
環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・

交
通
安
全
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
の

皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
7
月
に
は
、
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち

2
0
2
2
」を
開
催
し
ま
す
。
秋
に
は
、ジ
ブ
リ
パ
ー

ク
の
「
青
春
の
丘
エ
リ
ア
」「
ジ
ブ
リ
の
大
倉
庫
エ

リ
ア
」「
ど
ん
ど
こ
森
エ
リ
ア
」
が
開
業
し
ま
す
。

愛
知
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
も
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

愛
知
県
は
今
年
、
1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
の

誕
生
か
ら
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
県
民
の
皆

様
に
、
将
来
も
愛
知
県
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
元
旦

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
オ
ー
ル
愛
知
で
一
丸
と
な
っ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
克
服
」
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の

整
備
推
進
、
愛
知
県
新
体
育
館
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
拠
点
「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
の
整
備

着
手
な
ど
、感
染
症
克
服
後
を
見
据
え
、愛
知
を
「
前

進
」
さ
せ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
そ
れ
に
伴

う
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急

速
な
発
展
な
ど
、
加
速
度
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
愛
知
が
日
本
の
成
長
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た

め
に
は
、
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
国
内
外
の
優
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

と
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々

と
創
出
さ
れ
る
、
愛
知
独
自
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
促
進
し
、
海
外
先
進
地

域
と
の
連
携
を
深
め
、
世
界
に
例
を
見
な
い
グ
ロ
ー

バ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
拠
点
の
形
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
社
会
基
盤
整

　

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
緊
急
事
態
宣
言
等
が
発
令
さ
れ
た
際
、

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
営
業
時
間
短
縮
な
ど
の

感
染
症
対
策
に
大
変
な
ご
協
力
を
頂
き
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、「
感
染
者
・
濃
厚

接
触
者
に
対
す
る
積
極
的
疫
学
調
査
」
や
感
染
状

況
に
応
じ
た
幅
広
い
丁
寧
な
健
康
観
察
の
体
制
強

化
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
は
医
療
関
係
者
は
じ
め
皆
さ
ま
の
多
大
な
ご
協

力
を
頂
く
こ
と
で
、
早
期
に
計
画
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
行
政
は
「
い
の
ち
」

を
守
る
た
め
の
感
染
症
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
ナ
ゴ
ヤ
の
「
く
ら
し
」
に
お
い
て
は
、

本
年
に
は
市
内
経
済
を
さ
ら
に
盛
り
立
て
る
た
め
、

過
去
最
大
の
約
50
億
円
分
・
30
％
の
ポ
イ
ン
ト
付

与
率
及
び
プ
レ
ミ
ア
ム
率
に
よ
る
、
総
額
約
２
０

０
億
円
の
電
子
商
品
券
と
紙
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
ナ
ゴ
ヤ
の
消
費
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
経
済
波
及
効
果
は

１
年
間
で
約
２
２
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
促
進
等
に

よ
り
ナ
ゴ
ヤ
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
る
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
と
と
も

に
、
市
内
経
済
の
回
復
に
寄
与
す
る
も
の
と
強
く

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
経
済
は
一
変
し
ま
し
た

が
、
戦
後
の
焼
け
野
原
か
ら
世
界
で
も
有
数
の
都

市
へ
と
復
活
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
は
再
び
力
強

い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
令
和
の
時
代
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

通
に
よ
る
世
界
最
大
の
都
市
圏
（
ス
ー
パ
ー
・
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
）
の
誕
生
、
愛
知
・
名
古
屋
２
０

２
６
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
、
そ
し
て
誇
り
と

郷
土
愛
に
溢
れ
る
名
古
屋
城
天
守
閣
の
木
造
復
元

な
ど
、「
世
界
に
冠
た
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」
へ
向
け

て
、
さ
ら
に
大
き
く
踏
み
出
す
時
代
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
新
た
な
時
代
の
主
人
公
と
な
る
ナ
ゴ
ヤ
の

子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、子
ど
も
を
全
力
で
守
り
、応
援
す
る
べ
く
、

子
ど
も
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
新
し
い
学
校
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ナ
ゴ
ヤ
の
復
興
と
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
元
旦

２
０
２
２
年　
年
頭
所
感

新
春
を
迎
え
て

名古屋市長

河村  たかし

愛知県知事

大村  秀章

〝
世
界
に
冠
た
る

  

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
へ
〞

2022 新年のご挨拶

　

平
素
は
、
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
の

活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
、 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

社
会
や
経
済
は
混
乱
し
、
市
民
は
そ
れ
ま
で
の
日
常

を
完
全
に
失
い
、
考
え
方
か
ら
生
活
様
式
に
至
る
ま

で
、
新
し
い
形
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か

し
、
回
復
へ
の
道
の
り
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、

依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透
明
な
ま
ま
で
す
。社
会

が
混
沌
と
し
て
い
る
時
こ
そ
、
名
古
屋
青
年
会
議
所

が
ま
ち
を
支
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
は
多
様
化
し
、
様
々
な
団
体
や
組

織
が
存
在
す
る
中
で
、
名
古
屋
青
年
会
議
所
単
体
で

は
ま
ち
の
課
題
を
効
果
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
時

代
に
必
要
な
の
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
だ
と
思
い

ま
す
。青
年
会
議
所
は
縛
り
が
強
い
組
織
に
見
え
て

実
は
自
由
度
が
高
く
、
ど
の
よ
う
な
団
体
・
組
織
・

企
業
と
も
連
携
で
き
ま
す
。自
分
た
ち
が
所
属
す
る

組
織
の
存
在
意
義
や
自
分
た
ち
が
情
熱
を
注
ぐ
事

業
を
、
情
熱
的
に
語
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の

人
に
賛
同
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
運
動
は
さ
ら
に

大
き
く
広
が
り
、
名
古
屋
の
ま
ち
を
輝
か
せ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
名
古
屋

の
ま
ち
の
未
来
予
想
図
を
市
民
の
皆
様
や
関
係
諸

団
体
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
と
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

　

名
古
屋
市
に
「
住
み
や
す
い
」
と
答
え
る
人
は
多

い
が
、「
最
も
魅
力
的
な
街
」「
遊
び
に
行
き
た
い
と

思
う
」
の
項
目
で
、
名
古
屋
は
日
本
の
主
要
８
都
市

の
最
下
位
で
あ
り
ま
す
。ま
ち
に
魅
力
が
な
け
れ
ば

住
む
人
や
観
光
に
来
る
人
も
減
少
し
、
ま
ち
の
力
も

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。市
民
が
ま
ち
に
対
し
て
愛

着
や
誇
り
を
も
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。外
国
人
の
受
入
れ
に
対
し
て
、

フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
宿
泊
施
設
・
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
イ
ン
な
ど
の
体
制
も
整
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
向
け

て
、
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
社
会
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
共
に
創
造
し
、
人
が
出
て
い
く
ま
ち
か

ら
、
人
が
集
ま
り
、
と
ど
ま
る
ま
ち
に
な
る
た
め
の

名
古
屋
の
未
来
を
描
く
未
来
予
想
図
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ス
モ
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
希
薄
化
し
て
お
り
、
今
後
一
層
薄
ま

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。人
と
人
が
支
え
合

う
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
に
、
わ

ん
ぱ
く
相
撲
事
業
に
て
、
地
域
の
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍
す
る
未
来
の
た
め

に
看
過
で
き
な
い
問
題
の
ひ
と
つ
が
女
性
活
躍
だ

と
考
え
ま
す
。女
性
を
は
じ
め
と
し
誰
も
が
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
で
積
極
的
に
仕
事
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
男
性
の
育
児
参
画
を
推
進
し
女
性
が
活
躍

し
輝
き
の
あ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

名
古
屋
の
未
来
予
想
図
を
描
く
時
、
最
も
大
切
な

こ
と
は「
持
続
可
能
か
」と
い
う
考
え
で
す
。名
古
屋

市
は
２
０
１
９
年
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
に
も
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
経
た

社
会
は
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
が
同
居
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。い
い
街
に
は
最
先
端
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
る
企
業
が
多
く
存
在
し
ま
す
。企
業
へ
の

Ｄ
Ｘ
推
進
を
全
力
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
地
震
・
台
風
・
疫
病
な
ど
の
自
然

災
害
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。そ
の
時
の
た
め
に
、
今

か
ら
あ
ら
ゆ
る
準
備
を
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

被
災
し
た
状
況
を
リ
ア
ル
に
想
定
し
、
災
害
に
向
け

て
備
蓄
の
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
で
の
勤

務
や
休
業
な
ど
働
き
方
に
変
化
が
あ
り
、
精
神
的
な

健
康
面
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
ケ
ア
は
、
今
ま
で
の

や
り
方
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
に
取
組
む
企
業
を
推
進
し
、
従
業
員
が
働

き
や
す
く
、
輝
き
の
あ
る
企
業
を
増
や
し
て
い
き
ま

す
。グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
若
者
を
育
成
す
る

た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
３
Ｇ

－

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
を
行
政
の
皆
様
、
各
種
団
体
の
皆
様
と
の
連
携
を

厚
く
し
て
持
続
可
能
な
形
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
先
駆
け
と
し
て

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
企
業
を
後
押
し
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
６
年
に
は
、
愛
知
・
名
古
屋
で
第

20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

開
催
都
市
と
し
て
の
地
域
活
性
化
を
図
り
、
機
運

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
未
来
を
つ
く
る
若
者
同
士
が
、
相
互
理
解
の

関
係
を
構
築
し
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
向
け
て
機
運

を
高
め
る
事
業
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、 

市
民
の
皆
様
、 

関
係
諸
団
体
の
皆
様
、 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、 

本
年
度
も
、
公

益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
の
運
動
へ
の
深

い
ご
理
解
と
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一人
ひ
と
り
が
名
古
屋
を
輝
か
す

ス
タ
ー
と
な
れ
！

〜
情
熱
が
未
来
予
想
図
を
創
る
！
〜

ま
ず
は「
ま
ち
」づ
く
り
で
す
。

次
に「
人
」づ
く
り
で
す
。

次
に「
国
際
」で
す
。

次
に「
経
済
」で
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所

第72代 理事長　高橋　雅大
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、令
和
4
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
日
本

国
内
で
も
爆
発
的
に
拡
大
し
、そ
の
影
響
の
長
期
化
に

よ
り
飲
食
や
観
光
、運
輸
な
ど
の
事
業
者
を
中
心
に

厳
し
い
経
営
環
境
に
追
い
込
ま
れ
、コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ

れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、昨

年
の
秋
以
降
、国
内
で
の
感
染
者
は
落
ち
着
い
て
い
る

も
の
の
、世
界
的
に
は
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、今
な

お
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
対

応
の
流
れ
が
加
速
し
、政
府
か
ら
は「
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
」が
宣
言
さ
れ
、C
O
P
26「
グ
ラ
ス

ゴ
ー
気
候
合
意
」で
は
、「
産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上

昇
幅
を
1
．5°
に
抑
え
る
こ
と
」が
目
標
と
し
て
明
記

さ
れ
る
な
ど
、厳
し
い
大
き
な
命
題
を
突
き
付
け
ら
れ

た
社
会
経
済
の
転
換
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、世
界
各
国
の
連
携
の
も
と
、感
染
症
対
策

や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
気
候
変
動
の
危
機
な
ど
の
共
通
課
題

の
解
決
に
向
け
て
改
め
て
危
機
感
を
共
有
し
、相
互
協

力
し
て
い
く
こ
と
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、昨
年
7
月
に
は
商
工
会

議
所
で
も
名
古
屋
市
と
の
連
携
の
も
と
、約
7
，0
0
0

名
の
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
は

ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
や
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
の
活
用
、経
口

治
療
薬
の
開
発・普
及
な
ど
に
よ
り
、経
済
の
正
常
化
が

進
ん
で
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、次
な
る
感
染
の
波

に
十
分
留
意
し
な
が
ら「
経
済
を
回
す
」こ
と
に
力
点

を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
加
え
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
な
ど
の
諸
課
題
へ
の
対
応
は
、

今
後
の
私
ど
も
の
経
済
活
動
全
般
に
大
き
な
変
革
を

強
い
る
こ
と
と
な
り
、経
営
者
の
皆
様
に
は
こ
う
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
第
2
次
岸
田
内
閣
が
発
足
し
、今
年

は「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
本
格
稼
働
い
た
し
ま
す
が
、わ
が
国
の
発
展
に

は
国
内
事
業
所
の
99
％
超
を
占
め
る
中
小
企
業
が
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
立
ち
直
り
、新
た
な
価
値
を
創
出
し
な
が

ら
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、4
月
か
ら
中
小
企

業
部
の
組
織
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
し
、地
域
経
済
の

担
い
手
で
あ
る
中
小・小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
に

向
け
た
約
70
名
の
経
営
指
導
員
に
よ
る「
伴
走
型
支

援
」を
、よ
り
充
実
し
た
も
の
に
致
し
ま
す
。さ
ら
に
、ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
を
前
向
き
に
捉
え
、デ
ジ
タ
ル
化
や

新
規
事
業
な
ど
に
果
敢
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
中
小

企
業・ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
皆
様
を
全
力
で
支
援
し
て
参

る
所
存
で
す
。具
体
的
に
は
、名
古
屋
中
小
企
業 

I
T 

化
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
P
i
t‒

N
a
g
o
y
a
）に

よ
る
I
T
活
用
や
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対
策
の
支
援
、ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
各
種
補
助
金
活
用
に
よ
る
新
規
事

業
挑
戦
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
て
、会
員
の
皆
様
か
ら
多

く
の
期
待
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る「
メ
ッ
セ
ナ
ゴ
ヤ
」

を
は
じ
め
と
す
る
商
談
会
や
交
流
会
を
積
極
的
に
開

催
し
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
注
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、5
G
な
ど
の
次
世
代
通
信
技
術
や
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
、A
I
の
発
達
に
よ
り
情
報
の
高
度
利
用
が

益
々
進
み
、さ
ら
に
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
が

重
な
る
こ
と
で
、様
々
な
産
業
の
構
造
や
経
済
活
動
が

変
革
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

当
地
主
力
の
自
動
車
産
業
に
関
し
て
は
、

C
A
S
E
・
M
a
a
S
に
代
表
さ
れ
る「
百
年
に
一
度

の
大
変
革
」が
進
ん
で
お
り
、商
工
会
議
所
と
し
て
は
、

自
動
運
転
に
関
す
る
法
規
制
や
C
A
S
E
実
現
に
向

け
た
要
素
技
術
、E
V
シ
フ
ト
に
対
応
す
る
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
動
向
を
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、D
X（
デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
）

が
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
必
要
に
な
って
く
る
こ
と
か
ら
、働

き
方
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
変
革
を
も
た
ら
す
仮
想

現
実（
V
R
）を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
会
や
、利
便
性
が

高
ま
る
様
々
な
I
T
ツ
ー
ル
の
活
用
支
援
、デ
ジ
タ
ル
活

用
に
強
み
を
持
つ
企
業
と
地
域
の
事
業
者
と
の
マッ
チ
ン

グ
な
ど
に
よ
り
、地
域
全
体
の
D
X
を
推
進
し
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
は
、新
素
材・新
技

術
な
ど
の
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
会
に
加
え
、環
境
技

術
が
一
堂
に
会
す
る「
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
技
術
展
」を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、引
き
続
き
、「
な
ご
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
核
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組
む
ほ
か
、医
療
機
器
産

業
や
航
空
宇
宙
産
業
、農
業
分
野
へ
の
進
出
を
支
援

す
る
な
ど
、モ
ノ
づ
く
り
・
情
報
技
術
を
活
か
し
た
多

角
化・販
路
拡
大
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、人
や
企
業
あ
る
い
は
情
報
が
首
都
圏

に
過
度
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
の
リ
ス
ク
が
改
め
て
認

識
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、自
然
災
害
の
頻
発
す
る
わ
が

国
に
お
い
て
は
、国
土
強
靭
化
や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー（
代

替
性
）の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、首
都
機
能
を

全
国
数
か
所
へ
分
散
す
る
な
ど
し
て
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、日
本
の
中
央
に
位
置
す
る
当
地
は
、リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業
と
中
部
国
際
空
港
の
２

本
目
滑
走
路
、そ
し
て
名
古
屋
駅
の
ス
ー
パー
タ
ー
ミ
ナ
ル

化
が
実
現
す
る
こ
と
で
、ス
ー
パー
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョン
の
セ
ン

タ
ー（
中
央
）と
し
て
、首
都
圏
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
十

分
に
備
え
た
地
域
に
成
り
得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
唱
え
る
に
は
、そ
れ

を
受
け
入
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
向
上
も
大

変
重
要
な
要
素
で
す
。当
地
に
お
い
て
も
首
都
圏
に
な

い
独
自
の「
な
ご
や
の
街
の
魅
力
」を
高
め
て
い
く
努
力

を
、経
済
界
や
行
政
、さ
ら
に
は
市
民
の
皆
様
を
巻
き

込
ん
で
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

具
体
的
に
は
、都
心
部
を
も
っ
と「
歩
い
て
楽
し
い
街
」

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、道
路
や
公
園
、河
川（
名

古
屋
三
川
）を
活
用
し
た
賑
わ
い
あ
る
空
間
づ
く
り
を

行
政
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
皆
様
と
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、名
古
屋
の
歴
史
や
文

化
、モ
ノ
づ
く
り
技
術
を
想
起
さ
せ
る「
匠
土
産
」や「
な

ご
や
菓
八
菓
」な
ど
の
土
産
物
の
認
知
度
を
高
め
、名
古

屋
の
魅
力
向
上
や
誘
客
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
加

え
、ア
ジ
ア
圏
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、当
地
の
注
目
が

高
ま
る
2
0
2
6
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
見
据
え

て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
注
力
い
た
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、引
き
続
き「
躍
動

し
愛
さ
れ
る
ナ
ゴ
ヤ
」の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

む
す
び

　

今
年
は
反
転
攻
勢
を
か
け
る
一
年
で
す
。コ
ロ
ナ
で

活
動
が
に
ぶ
っ
た
２
年
間
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に

も
、地
域
経
済
の
再
生
と
躍
動
し
愛
さ
れ
る
ナ
ゴ
ヤ
の

実
現
に
向
け
、〝
火
付
け
役
〞と
し
て
、あ
る
い
は〝
仲
介

役
〞と
し
て
、自
ら
汗
を
か
き
な
が
ら
取
り
組
み
、そ
の

動
き
が
連
鎖
的
に
広
が
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、中
期
計
画
2
0
2
1‒

2
0
2
5
で
描
い
た

当
地
の
将
来
像「
企
業
、街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
が
生
み
出
さ
れ
る
都
市
」に
向
け
、関
係
機
関
と

の
連
携・協
働
を
図
り
な
が
ら
、迫
り
く
る
様
々
な
課
題

に
対
応
し
た
事
業
を
具
体
化
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
本
年
も
、商
工
会
議
所
に
対
す

る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

経
済
の
正
常
化
に
向
け
て

む
す
び

中
小
企
業
支
援
、

挑
戦
す
る
企
業
の
後
押
し

東
京一極
集
中
の
是
正
と

地
域
力
の
向
上

デ
ジ
タ
ル
化
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が

も
た
ら
す
産
業
の
大
変
革
へ
の
対
応

令
和
４
年

年
頭
所
感

名古屋商工会議所

会頭 山本 亜土
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公
益
社
団
法
人 

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
に
対

し
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
本
年
度
は
、
副
会

頭
に
光
田
侑
司
君
を
は
じ
め
多
く
の
出
向
者
を
ご

輩
出
下
さ
り
、重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
高
橋
雅
大
理
事
長
の
も
と「
1
人
ひ
と

り
が
名
古
屋
を
輝
か
す
ス
タ
ー
と
な
れ
！
〜
情
熱

が
未
来
予
想
図
を
創
る
！
〜
」を
掲
げ
ら
れ
、
社
会

課
題
に
対
し
、
多
く
の
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
つ

く
る
運
動
を
展
開
さ
れ
る
事
と
存
じ
ま
す
。中
で

も
、
ま
ち
の
未
来
を
描
く
運
動
は
、
市
民
の
皆
様
や

メ
ン
バ
ー
を
照
ら
し
続
け
る
北
極
星
と
し
て
輝
き

を
放
た
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。素
晴
ら
し
い
挑

戦
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

日
本
青
年
会
議
所
と
致
し
ま
し
て
は
、「
ま
ち
に

よ
り
良
い
変
化
を
も
た
ら
し
愛
が
溢
れ
る
国
を
つ

く
る
」を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、
各
地
青
年
会
議

所
と
手
を
携
え
、
皆
様
の
ま
ち
を
良
く
す
る
た
め

の
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
私
共
を
大
い
に
ご
活
用
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

結
び
に
、
貴
青
年
会
議
所
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
、

並
び
に
地
域
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
運
動
の
成
果

を
出
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
現
役
会
員
、
先
輩
諸

氏
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人日本青年会議所

第71代会頭　

日本青年会議所　基本理念

まちにより良い変化をもたらし
愛が溢れる国をつくる



公益社団法人名古屋青年会議所　2022年度（第72年度）グループ紹介2022 Junior Chamber International   NAGOYA

ブランディング
グループ

グループ長　
深澤和将

「まち」づくり
グループ

グループ長　
鵜飼伸弥

「人」づくり
グループ

グループ長　
竹腰正見

経 済
グループ

グループ長　
木下智靖

国 際
グループ

グループ長　
早矢仕友幸

総 務
グループ

グループ長　
桑野佑介

第７２年度　
専務理事

神谷勇輝

第72年度は、6グループにて  情熱をもって運動を展開し、
　　　　輝かしいNAGOYA  の未来を創造してまいります。

持続可能な
名古屋青年会議所としての

組織運営

国際的な人材の育成、
近隣諸国との相互理解、
国際ビジネスの推進 

SDGsの実践、DXの推進、
持続可能な企業への推進 

女性活躍の推進、
新たな地域コミュニティ

の創造

名古屋市への提言書の作成、
まちの魅力の発見・確立、
新モビリティの創造

対内・対外に対する
運動への参画意識の醸成と
組織のブランディング
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公益社団法人名古屋青年会議所　2022年度（第72年度）組織図

理 事 長 高橋雅大

副理事長 鵜飼伸弥　早矢仕友幸　竹腰正見　
木下智靖　深澤和将

専務理事 神谷勇輝

常務理事 桑野佑介

直前理事長 寺田拓也

　顧　問 光田侑司
杉原雅也

常任理事会

理事会

グループ長
桑野佑介

総務グループ

グループ長
早矢仕友幸

国際グループ

グループ長
木下智靖

経済グループ

グループ長
鵜飼伸弥

「まち」づくりグループ

グループ長
深澤和将

ブランディンググループ総　　会

監事
遠藤　圭
鈴木信輝
山内昭吾

総務室
室長　中村正俊

グループ長
竹腰正見

「人」づくりグループ
人材育成室
室長　安井琢磨

国際化推進室
室長　松岡秀佳

渉外委員会 委員長　石原裕也

アドバイザー
吉川　徹広報委員会 委員長　越村泰典

ＪＣブランディング委員会 委員長　伊藤　淳

アドバイザー
岩下大高いいコミュニティ創造委員会 委員長　石野田洸平

女性活躍推進委員会 委員長　立野晶弘

アドバイザー
道川内知ＳＤＧｓ実践委員会 委員長　上岡賢輔

ＤＸ推進委員会 委員長　水谷浩輔

アドバイザー
高橋　亮総務委員会 委員長　坪井健一郎

アドバイザー
小栗崇嗣財務委員会 委員長　上杉謙二郎

アドバイザー
山田洋資災害対策委員会 委員長　万木　斉

アドバイザー
岩田明子健康経営推進委員会 委員長　松井利安

アドバイザー
三宅功一シビックプライド向上委員会 委員長　中多　博

アドバイザー
渡邊建介観光都市ＮＡＧＯＹＡ確立委員会 委員長　服部拓男

新モビリティ創造委員会 委員長　相原玲彦

世界に羽ばたく人材育成委員会 委員長　平岩敏明

アドバイザー
寺島雅樹国際ビジネス推進委員会 委員長　朝木　拓

アドバイザー
安藤恭平国際スポーツ交流推進委員会 委員長　西村宜起

ブランディング室
室長　岩崎英一郎

名古屋の未来予想図特別委員会 委員長　中山隼人

未来都市創造室
室長　石川和寛

安心・安全な社会推進室
室長　伊藤友一

持続可能な社会推進室
室長　森俊輔

出向役員
安藤恭平

わんぱく相撲運営会議
議　長：石野田洸平 アドバイザー　岩下大高

次世代へのリーダー育成会議
議　長：早矢仕友幸 アドバイザー　杉原雅也

オリエンテーション実行会議
議　長：深澤和将 アドバイザー　吉川　徹

2022 Junior Chamber International   NAGOYA
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